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第 2節 動植物相の変容過程 
1．動物相 
2．植物相 




第Ⅲ章 丹陽垂楊介遺跡Ⅵ地区における石器生産と石材消費  
第 1節 遺跡の概要 
  1．各文化層別石器群の様相 
  2．石材消費状況 
  3．遺跡の形成年代 
第 2節 丹陽垂楊介遺跡Ⅵ地区出土細石器石器群 
  1．石器・石材組成と空間分布 
2．細石核形態と製作技術 
   3．細石核原形形態と製作工程 
   4．細石核打面・作業面 
   5．細石器製作関連接合資料 
  第３節 垂楊介遺跡Ⅵ地区における細石器石器群の作業工程 
   1．垂楊介遺跡Ⅵ地区における細石器製作工程復元 
   2．細石刃剥離と小形石刃剥離技術 






第２節  細石核形態と作業工程 
  1．細石核形態分類と遺跡グループ 
2．細石器製作工程の復元 
第３節 石材消費分析 











































































































































































































































たことが判明した。これらⅠb 型を含む細石器石器群はグループ B に該当するが、両面あるいは片面調整さ
れた楕円形の細石核原形をともなうことが特徴である。これに対し、調整形細石核原形がともなわないほか
のグループを見てみると、グループ Aでは両面調整されたⅠa型細石核が含む一方で、グループ Bのような
調整形細石核原形がともなわず、それとともにⅠb 型細石核もほとんど含まれない。またグループ C では調
整形細石核原形のみならず両面調整技術自体が含まれず、素材形態に順応した器体調整がおこなわれるとい
う特徴を持つ。グループ Dでも同様に両面調整技術がともなわず、大形石刃の側面をそのまま利用して細石
刃剥離を進行させる。 
このような調整形細石核及び細石核原形を含むグループ A・B石器群では主に頁岩や流紋岩などの細粒質石
材を用いる場合がほとんどである一方、調整形細石核をともなわないグループ C・D石器群では黒耀石を主体
とした石材構成がみとめられる。また規則的な作業内容がみとめられないグループ Eでは両面調整技術も、
黒耀石利用もともなわないことがわかる。これらは細石核形態の多様性が石材利用の状況とも相関性が高い
ことを示す結果としてとらえられる。 
以上を整理すると、楔形細石核を持つ細石器石器群は、石材供給地周辺で細石核原形製作がおこなわれ、
細石刃剥離は原産地と離れた場所で広域的におこなわれていたことがわかる。それらはすべての作業が原産
地に集中した作業工程ではなく、細石核原形製作は原産地周辺、細石刃剥離は消費地周辺という、製作段階
によって作業がおこなわれる地点が異なることが明らかとなった。 
一方、稜柱形細石核が集中的に確認された遺跡では、楔形細石核の石器群とは異なった石材利用に基づく
作業内容がみとめられる。その多くが角柱形の小型原石を利用し、打面調整以外にはほとんど調整をおこな
わず、自然面が多く残された状態で最小限の調整のみで細石刃剥離をおこなう点が特徴的である。素材形態
を生かして臨機応変な成形技術を活用した、融通性の高い作業工程であるということができる。 
  
第Ⅴ章 朝鮮半島の狩猟具石器群と変遷 
 
朝鮮半島では細石器とともに後期旧石器時代の主要狩猟具としてスムベチルゲの石器群が盛行した。両石
器群はともに後期旧石器時代において新しく登場する石器群として共通した要素がみとめられるが、互いに
既存石器群とは明らかに異なった石器製作と石材利用が進行されていた。後期旧石器時代における各石器群
の作業内容では、石材獲得および消費過程が石器製作体系と一体化していたと仮定すると、石器組成と石材
構成は連鎖的に変化してきたものと判断することが可能である。すなわち、狩猟具形態と石材消費における
作業の相関関係は、後期旧石器時代の環境適応において必然的結果の現れであり、一定の規則性を持って適
用されてきたこということができる。 
それでは、細石器石器群とともに後期旧石器時代以降出現し始めるスムベチルゲの石器群では、どのよう
な石材消費作業過程が繰り広げられていたのだろうか。本章では朝鮮半島における狩猟具石器群として細石
器とスムベチルゲの石器群を中心に、作業構造とその変遷過程を考察する。次にこれらの石器群における各
遺跡での作業状況と石材消費の関係についてみてみる。  
結果的に、両石器群において石材消費の過程は狩猟具の組み合わせによって変動があることが明らかとな
った。狩猟具製作についてみてみると、スムベチルゲ出土遺跡では主に細粒質石材を利用する半面、細石器
出土遺跡では細粒質石材とともに石英系石材、さらに新たに黒耀石の利用が開始された。またこれらに共伴
する生活道具では、狩猟具と同一の石材―主に細粒質石材を利用する場合と、狩猟具とは異なった石材―特
に石英系石材を中心とする場合が確認された。このように、スムベチルゲと細石器を中心とする狩猟具製作
と、生活道具製作における石材消費状況は、石材の獲得方法や周辺環境条件によって異なってくるものと推
察される。 
また、狩猟具と加工具という性格の違う二つの石器製作において石材消費過程に違いが生じるのは、製作
者が道具としての石器と材料としての石材に対する概念を明確に認識していたためであり、移動行動を通し
て獲得可能な良質石材を適切な時期・用途に振り分けて利用する作業プランの構成が周囲の生業条件にとも
なって常に変化していたためであろう。スムベチルゲと細石器の製作において石材消費方法を互いに異にす
るのも、そのような生業活動の運営体系に適応するための本能的判断によるものであったといえる。 
朝鮮半島における狩猟具文化の変遷過程は、各石器群の石器製作および石材消費の状況から、出現－拡散
－盛行－衰退にいたる過程を整理することができる。各石器群の拡散・盛行時期は、石材の消費過程と連動
しており、原産地開発にともない石器製作作業が活性化されることによって遺跡・遺物数量が急激敵に増加
する。その後盛行期を迎えると徐々に衰退へと向かい、後期旧石器時代の終わりとともにスムベチルゲ・細
石器を中心とした狩猟具文化は幕を閉じる。 
各石器群の出現から衰退までの時期は、一部共存関係が存在しながらも異なった展開を示している。最初
の石器文化の登場以来、狩猟・加工具として使われ続けてきた礫石器は、後期旧石器時代以降も継続的に用
いられたが、新技術の発達とともに次第に衰退期を迎える。代わりにスムベチルゲと細石器という、新しい
概念の石器が狩猟具としての役割とともに独歩的に進化し、削器・搔器などの小型石器類が加工具として狩
猟具とは別に機能的発展を遂げる。最初に登場するのは、石刃技術とともに改良された、薄く鋭利な先端を
持つスムベチルゲである。40,000yrBP 以前から出現し、30,000～25,000yrBP で最盛期を迎えたのち、
20,000yrBP以降は衰退方向へと向かう。 
次に、スムベチルゲとはやや遅れて登場するのが細石器である。石刃製作から漸次的に小型化していく中
で細石刃製作へと進化する一連の過程が、最も古い年代を持つ垂楊介Ⅵ地区３文化層において確認されるが、
確実に細石刃として現れるのは25,000yrBP前後からであり、20,000～15,000yrBPにおいて最盛期を迎える。
とくに黒耀石の登場時期と重なっていることから、黒耀石の利用が細石刃製作において大きな影響を与えた
ものと判断される。またスムベチルゲと細石器の共伴遺跡では、絶対値において遺跡形成年代分布の幅が広
いが、概ね 24,000～18,000yrBP前後に集中する傾向がうかがえる。両石器群が実際に併用されたかどうかに
ついては、未だ結論をくだしかねるが、同一空間内において活動時期が重なる共存期が存在したことは確か
であろう。 
 
第Ⅵ章 朝鮮半島と日本列島の細石器文化期における石器生産と石材消費の変容 
 
本章では後期旧石器時代の細石器文化期において、朝鮮半島と日本列島で共通的にみとめられる細石器と
スムベチルゲの様相を中心に、二つの狩猟具の製作技術分析を通して作業の復元と石材消費の方法を検討す
る。さらに地域を超えて共通した技術基盤のもとに成立した石器群として、当該期の狩猟具文化の全様を復
元する。 
最後に、朝鮮半島と日本列島における編年体系を整理し、後期旧石器時代の当該地域における狩猟具文化
と地域間の交流について考察してみたい。まず、前章で朝鮮半島の変容過程について述べたように、スムベ
チルゲと細石器の共存期間と考えられる約 25,000～18,000yrBPは、朝鮮半島において遺跡・遺物数が最も集
中的に出土した時期であり、当地域の後期旧石器文化が最も活性化された全盛期であったといえよう。 
このような朝鮮半島と日本列島全体の狩猟具変遷過程を整理すると次のようである。後期旧石器時代の始
まりとともに出現する尖頭器文化期初頭では、日本海を間に挟んで西端に位置する朝鮮半島と、関東・中部
から東北地域における東端地域とに二分された石器群の分布が展開する。そしてⅢ期以降になると各地で多
様な石器群が出現し、朝鮮半島における主体的狩猟具であるスムベチルゲと細石器が、九州と北海道という
日本列島の南北両端部に出現し、朝鮮半島と日本列島は一つの文化共有地域圏として連結される。 
とくに細石器石器群が幕を開け尖頭器を代替するようになると、狩猟具製作技術基盤とともに石器群構造
自体が変化していく。それは朝鮮半島と日本列島において狩猟具の利用は、地域間の往来が繰り返されなが
ら多様な狩猟具石器群が成立したことを示唆している。これら石器群の変遷過程は自然環境変化とも密接な
関連性があると考えられ、AT火山灰と LGMの始まりにともなう急激な領域変化が訪れ、石器群の拡散・融合
を活性化させたと推察される。 
 
おわりに  
 
本研究では、朝鮮半島における細石器文化を中心に後期旧石器時代の狩猟具文化の変容過程を検討してき
た。とくに細石器文化は東アジア全体の中でも後期旧石器時代を代表する狩猟具文化でありることから、当
該期における石器製作と石材消費過程を検討することは、アジア地域一帯における文化的動態を考察する上
でも欠かすことのできない部分である。既存研究の成果において不足していた朝鮮半島出土石器の詳細観
察・分析を基軸とし、隣接する日本列島における石器群との比較検討を試みるという、新しい視点からの取
り組みであったといえる。 
国境の存在しない最終氷期の後期旧石器時代では、地域間の文化的関係がより密接に連結されていたもの
と考えられるため、当該期の文化的変動を把握するためには、より広い視野からとらえることが必須である。
本研究ではこのような各石器群の詳細な情報を洗い出し、作業内容を抽出することによって当該期人類文化
における変容過程の実態を明らかにすることを試みた。さらに各地域における遺跡の時空間的関係と石器群
全体の構造を立体的に復元するための一作業として、その成果は目的の一部を達したものと評価される。 
